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垣
見
家
は
神
崎
郡
垣
見
村
（
現
在
の
東

近
江
市
垣
見
町
）
の
出
身
で
す
が
、
室
町

中
期
ま
で
に
は
坂
田
郡
宮
川
村
（
現
在
の

長
浜
市
宮
司
町
）
に
居
住
し
た
地
侍
で
し

た
。
戦
国
時
代
に
入
る
頃
に
は
、
宮
川
村

付
近
を
庄
域
と
し
た
青
蓮
院

し
ょ
う
れ
ん
い
ん

門
跡
領
坂
田

庄
（
楞
厳
院
庄

り
ょ
う
ご
ん
い
ん
の
し
ょ
う

）
の
公く

文
職

も
ん
し
き

と
い
う
役
職

を
務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
戦
国
大

名
浅
井
家
が
台
頭
す
る
と
、
そ
の
家
臣
と

な
り
ま
す
。

浅
井
家
滅
亡
後
は
武
士
の
道
は
選
ば

ず
、
宮
川
村
の
地
主
・
郷
士
格
の
百
姓
と

し
て
、
地
域
で
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
ま

し
た
。
江
戸
時
代
の
垣
見
家
に
と
っ
て
、

一
つ
の
転
機
に
な
っ
た
の
は
、
元
禄
11
年

（
１
６
９
８
）
に
、
堀
田
正
休
が
近
江
国

内
に
一
万
石
の
所
領
を
得
て
、
そ
の
政
庁

を
宮
川
村
の
垣
見
家
の
東
隣
に
構
え
た
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
を
宮
川
陣
屋
と
呼
び
ま

す
。
宮
川
藩
堀
田
氏
は
、「
在
府
大
名
」

と
し
て
江
戸
詰
め
が
多
く
、
政
庁
が
あ
る

宮
川
に
置
い
た
家
臣
は
少
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
人
員
不
足
を
補
う
た
め
、
垣
見

家
は
領
内
の
政
治
・
裁
判
な
ど
に
関
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
江
戸
後
期
に
は
、
宮

川
藩
内
で
「
世
話
方
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

垣
見
家
に
伝
来
し
た
「
垣
見
家
文
書
」

は
、
巻か

ん

子す

３
巻
、
一
枚
も
の
４
５
６
通
、

冊
子
３
６
３
冊
、
絵
図
８
枚
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
時
代
か
ら
明
治
初

期
の
垣
見
家
や
地
域
の
情
勢
を
読
み
解
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
貴
重

な
の
は
、
文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
に
成

巻
さ
れ
た
巻
子
で
す
。

こ
こ
に
は
、
文
明
３
年
（
１
４
７
１
）

８
月
の
坂
田
庄
公
文
職
補
任
状
を
最
古
と

し
て
、
浅
井
家
２
代
目
久
政
の
書
状
が
２

通
、
３
代
目
長
政
の
書
状
が
４
通
も
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
長
政
文
書
の
内
、

元
亀
４
年
（
１
５
７
３
）
８
月
18
日
の
書

状
は
、
垣
見
家
の
先
祖
・
助
左
衛
門
尉
に

対
し
て
、
信
長
側
へ
寝
返
っ
た
家
臣
の
所

領
を
与
え
た
も
の
で
す
。
本
書
は
、
小
谷

城
で
長
政
が
自
刃
す
る
13
日
前
の
も
の

で
、
垣
見
助
左
衛
門
尉
が
浅
井
家
滅
亡
の

最
終
段
階
ま
で
、
小
谷
城
内
で
働
い
て
い

た
事
実
が
読
み
と
れ
ま
す
。

こ
の
他
、
江
戸
中
期
の
宮
川
村
の
絵
図

「
坂
田
郡
宮
川
村
郷
絵
図
」
や
、
戦
国
時

代
の
地
侍
館

じ
ざ
む
ら
い
や
か
た

の
典
型
と
し
て
、
現
在
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
垣
見
家
の
屋
敷
地
を
描

い
た
、
文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
の
「
垣

見
助
左
衛
門
屋
敷
絵
図
」
な
ど
が
注
目
で

き
ま
す
。■問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

（
7
６
３
‐
４
６
１
１
）

シリーズ○
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市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、447件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成27年１月１日現在

長浜市指定文化財
有形文化財（書跡）

「垣見家文書」８４３点
答申年月日　平成14年７月１日
所有者　個人（長浜城歴史博物館寄託）▲浅井長政書状　垣見助左衛門尉宛

▲垣見助左衛門屋敷絵図

市
内
の
小
学
３
〜
５
年
生
の
男

子
を
対
象
に
募
集
さ
れ
る
三
番
叟

役
者
。
そ
の
三
番
叟
役
者
を
決
め

る
矢や

籤く
じ

の
神
事
が
、
長
濱
八
幡
宮

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
過
去
最
多
の
７
人
が
参

加
。
植
田
光
輝
く
ん
が
、
先
端
に

赤
い
印
の
つ
い
た
当
た
り
く
じ

（
矢
）
を
引
き
当
て
ま
し
た
。
子
ど

も
歌
舞
伎
の
開
演
を
祝
う
大
役
を

引
き
当
て
た
植
田
く
ん
は
、「
当
た

っ
て
う
れ
し
い
。
本
番
に
向
け
て

が
ん
ば
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
三
番
叟
は

植
田
光こ

う

輝き

く
ん

(

長
浜
小
４
年
・
八
幡
東
町)

フ
ォ
ト
サ
イ
ト

作
品
募
集

４
月
４
日
（
土
）
〜
17
日
（
金
）

に
撮
影
さ
れ
た
長
浜
曳
山
ま
つ
り
の

写
真
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
題
材
　
平
成
27
年
度

長
浜
曳
山
ま
つ
り

▼
対
　
　
象
　
ど
な
た
で
も

▼
募
集
期
間
　
４
月
４
日(

土)

〜
５
月
10
日(

日)

▼
金
　
　
賞
　
賞
金
５
万
円

銀
・
銅
賞
　
地
域
特
産
品

※
応
募
は
す
べ
て
サ
イ
ト
上
か
ら
と

な
り
ま
す
。
メ
ー
ル
や
直
接
送
付
な

ど
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
長
浜
曳

山
ま
つ
り
フ
ォ
ト
サ
イ
ト
へ
。
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■問
長
浜
曳
山
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

実
行
委
員
会
事
務
局
〈
長
浜
観
光

協
会
内
〉（
7
６
５
‐
６
５
２
１
）

■
線
香
番

18
時
頃
か
ら

〈
各
山
組
稽
古
場
〉

■
裸
参
り

20
時
頃
か
ら

〈
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〜

豊
国
神
社
〜
山
組
町
内
〉

■
神
輿
渡
御

18
時
30
分
〜

〈
長
濱
八
幡
宮
〜
御
旅
所
〉

■
御
幣
迎
え

７
時

〈
長
濱
八
幡
宮>

■
籤く

じ

取
り
式

13
時

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

18
時
頃
か
ら

〈
各
山
組
町
内
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

午
前
中

〈
各
山
組
町
内
〉

■
登
り
山

昼
過
ぎ
か
ら

〈
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
夕
渡
り

19
時
か
ら

〈
長
濱
八
幡
宮
〜
一
八
屋
辻
〉

■
朝
渡
り
　
８
時
頃

〈
各
山
組
町
内
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
太
刀
渡
り
・
翁
招
き

９
時
過
ぎ

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
子
ど
も
歌
舞
伎

９
時
55
分

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

■
神
輿
還
御

狂
言
終
了
後

〈
御
旅
所
〜
長
濱
八
幡
宮
〉

■
戻
り
山

神
輿
還
御
の
後

〈
御
旅
所
〜
山
組
町
内
〉

■
後
宴
（
子
ど
も
歌
舞
伎
）
昼
夜

〈
各
山
組
町
内
〉

■
観
劇
会

10
時
55
分
か
ら

〈
長
浜
文
化
芸
術
会
館
〉

■
御
幣
返
し

８
時

〈
長
濱
八
幡
宮
〉

13日
(月)

９日
(木)

12日
(日）

17日
(金)

14日
(火）

14日
(火）

16日
(木)

15日
(水)

9～12日
(木)～(日)

今年の出番山と子ども歌舞伎の外題

鳳凰山
ほう お う ざ ん

(祝町組
いわいちょうぐみ

) 仮名
か な

手
て

本
ほん

忠臣蔵
ちゅうしんぐら

九
く

段
だん

目
め

山科
やましな

閑居
かんきょ

の場
ば

@@砂山
たかさ ご ざ ん

(宮町組
みや ま ち ぐ み

) 加賀見山旧錦絵
かがみやまこきょうのにしきえ

竹刀
し な い

打
う

ちから奥庭
おくにわ

仇
あだ

討
う

ちの場
ば

猩々丸
しょうじょうまる

(舟町組
ふな ま ち ぐ み

) 菅原伝授
すがわらでんじゅ

手習鑑
てならいかがみ

車引
くるまびき

壽山
ことぶきざん

(大
お お

手
て

町
ちょう

組
ぐ み

) 鳴神
なるかみ

曳
山
祭
の
主
な
行
事

御旅所 

御旅所 

駅前通り 

札
の
辻
例
席 

米
嘉
例
席 

一
八
屋
例
席 

金
屋
例
席 

県
道
長
浜
近
江
線 

（
旧
国
道
八
号
線
） 

曳山博物館 
 

フィギュアミュージアム 

鮒
熊
例
席 

八
　

幡
　

宮 

16:05 
17:20 
18:30 
19:40

１番山 
２番山 
３番山 
４番山 

１番山 
２番山 
３番山 
４番山 

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線 

北 

黒壁ガラス館 

八幡宮 
 ９:55 
11:10 
12:20 
13:30

鮒熊例席 
←── 
←── 
14:20 
←── 

金屋例席 
←── 
13:25 
←── 
15:30

一八屋例席 
12:10 
←── 
16:20 
←── 

米嘉例席 
←── 
15:25 
←── 
17:30

札の辻例席 
14:10 
←── 
←── 
←── 

長
浜
駅 

⑩ 

⑪ 

⑨ ⑦ 

⑧ ⑥ ⑤ ③ 
② ④ 

① 

■本日(15日)の子ども歌舞伎開演場所

平成28年　秋
ユネスコ無形文化遺産登録へ向け提案中

長浜曳
ひ き

山
や ま

まつり
４月９日(木)～17日(金)

子ども歌舞伎観劇会
観覧券発売中

４月16日(木)に長浜文化芸術
会館で演じられる子ども歌舞
伎を一番山から四番山までゆ
っくりと観賞できます。
【料金】2,000円／人

■問 (公社)長浜観光協会
(7６５－６５２１)

昨
年
の
曳
山
ま
つ
り
か
ら

▼


